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１ 調査背景

１−１ 近年の買い物弱者、買い物難⺠、フードデザート問題の
顕在化と研究アプローチ

買い物弱者問題は、主に少⼦⾼齢化、過疎化が進む中⼭間集落、
⼈⼝の郊外化・中⼼部の空洞化が進む地⽅都市において深刻化
（経済産業省 2010；岩間 2011）。

⾏政による取り組み：主に地理学、流通政策、都市計画・まちづ
くりの観点からの調査研究と対策提⾔をもとにしたもの（⾼橋・
武⽥・⼤内 2012）。

地理学、都市計画の観点から：都市構造の変化→社会的弱者（貧
困状態にあり地縁・⾎縁の希薄化で社会から孤⽴した⾼齢者）の
増加；社会的弱者をいかに救うか
流通、交通政策の観点から：⽣産と消費をつなぐ機能としての流
通において、「最後の1マイル」の空間的懸隔をいかに埋めるか2



１ 調査背景

１−２ 先⾏研究における議論の焦点

社会的環境変化のもとで拡⼤してしまった、⾷料品など商品と消
費者の間の地理的・空間的ギャップをいかに埋めるか

→対策：
バス等の交通、移動販売等の流通（⾼橋・⽵⽥・⼤内 2012等）
ネット等を利⽤した注⽂販売（⼭本 2011）
⽣協やJAによる⽀援（加藤 2011）
コミュニティによる⽀援（岩間 2011；森2011）
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１ 調査背景

１−３ 快楽的買い物⾏動概念からのアプローチの可能性

中⼭間地域に住む⼈、地⽅都市に住む⼈にとって、買い物の意義
とは何か、その効⽤とは何か。

⾷料品等商品と消費者との間の地理的・空間的ギャップを埋めよ
うとするだけでは捉えきれない側⾯があるのではないか。

参考になる分析の視⾓：快楽的消費、快楽的買い物⾏動
→消費には功利的側⾯に加え、それ⾃体の楽しみといった快楽的
側⾯がある。買い物⾏動には、楽しさを伴う。
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１ 調査背景

１−３ 快楽的買い物⾏動概念からのアプローチの可能性

先⾏研究において指摘される例：
「バスの中や待合所でお互い話をしている光景がよく⾒られ、⽣協がまさに地域コミュ
ニティの核となっていることが実感できた。」（加藤 2011）

「実は、あかびら店の店舗においても、買い物に来る度に4〜5⼈の知⼈に出会うことが
でき、買ったお惣菜をレンジで温めて⾷べながら待合スペースという空間が、地域の社
交の場として⼤きな役割を担っていることが分かった。」（森 2010）

「サービスの中でも、とりわけ喜ばれているのが、”声かけ”である。⽥舎に⾏けば⾏く
ほど、そもそもそこを訪れる⼈が少ない。特に雪に閉ざされた冬はなおさらである。」
（⽮吹 1999）

先⾏研究において散⾒されるが、これらはいわば買い物の副次的
産物として扱われるのみで、その考察は⾒当たらない。
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１ 調査背景

１−４ 快楽的買い物⾏動

Arnold & Reybolds (2003)：⽶国ショッピングモールでの買い物
⾏動から、快楽的買い物動機を概念定義：

1 冒険型買い物：買い物は刺激的だ、買い物は⾃分の世界に浸れる
2 リラクゼーション型買い物：買い物はストレス解消になる
3 役割遂⾏型買い物：友達や家族のための買い物を楽しむ
4 価値追求型買い物：バーゲンものを探すのを楽しむ
5 社交型買い物：友達や家族と⼀緒にいるために買い物に⾏く
6 アイデア型買い物：流⾏についていくために買い物に⾏く

井上（2007）：⽇本の駅前商店街、コンビニ、スーパー、百貨店
毎の快楽的買い物動機次元の差異、それによりもたらされる⽀出
⾏動の予測
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２ 調査課題と調査⽅法

調査課題
（1）中⼭間集落住⺠にとっての買い物の意義とは何か
（2）特にその功利的側⾯、快楽的側⾯とは何か

←買い物動機の快楽的側⾯を考慮して

調査⽅法
中⼭間地域住⺠を対象とした定性訪問インタビュー法
対象集落：⿃取県内の典型的な中⼭間地域；これから移動販売の
実施が予定されているものの、2014年現在でそのような対策は及
んでいない地域
対象住⺠：⾏政から紹介頂いた4⼈＋その友達2⼈＝計6⼈、
70歳代〜80歳代、男⼥含む
実施⽇：2013年10⽉31⽇〜11⽉4⽇
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３ 調査結果

インタビューは半構造化法で⾏い、実施の際には、3〜4⼈⼀組、
1⼈がインタビュア、他が聞き取り、実施後は実施メンバーで聞
き取り内容をコーディング、1⼈の判断や先⼊観に影響されすぎ
ないようにした。インタビュー時間は2時間程度。

聞き取り内容：
普段の⼀⽇；交友関係；買い物；移動販売；移動⼿段
⼤変なこと・困っていること；普段の気持ち；その他

対象者プロフィール概要：
ケースA：⼥性、70歳代前半、⼀⼈、定期的に病院通い
ケースB：男性、70歳代半ば、夫婦、退職後⼤病を患う
ケースC：⼥性、80歳代後半、⼀⼈、⽉⼀病院通い
ケースD：⼥性、80歳代後半、⼀⼈、⽉⼀病院通い
ケースE：⼥性、80歳代前半、⺟（100歳）、⽉⼀病院通い
ケースF：男性、80歳代前半、夫婦 8
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（出所 平成２５年鳥取県鳥取くらし支援課資料）



３ 調査結果
聞き取り内容抜粋：

普段の⼀⽇:「朝は5時半に起き、みのもんたのテレビ。朝ごはんを⾷べた後、畑仕事。
昼前にご飯を⾷べに帰宅。昼過ぎまた畑で仕事。畑仕事しないときは友達といる。夜か
⼣⽅に帰宅。」

交友関係:「外に出て話す。公⺠館の前に座っていれば、誰かと話すことができる。近
所の⼈と何時間でも話しているので寂しくないし、みんな元気。会話が楽しい。」

買い物:「週に1〜２回、主に市内のスーパー。友達と出かけたついでに買ったりする。
買うものは主に⽜乳、⿂、⾁。野菜は⾃分の畑で作っているから。」「週1回程度、
スーパーに。病院の予定に合わせて。」「通販をよく利⽤している。健康維持のための
サプリメントをよく買っている。」
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３ 調査結果
聞き取り内容抜粋：

移動販売:「週１回、⽕曜には⿂屋（の⾏商）、⾦曜には⼋百屋がくる。公⺠館の前に1
時間ほど停まる。移動販売が帰った後も話し続ける。１回の買い物で3千円、それで約3
⽇分。

移動⼿段：「バスを使っている。定期を持っているため便利。昼は電話で予約すると来
てくれる。」

⼤変なこと・困っていること：「冬は雪がよく降るから⼤変。特に数年前は酷かった。
近所の⼈に随分⼿伝ってもらった。」「情報交換の場が欲しい。特に健康についての情
報が欲しい。」

普段の気持ち：「退職後、余命を宣告されたため、1⼈でいるときは病気のことを考え
て暗くなっていた。しかし＿＿などしている中で⼈との関わりが増え、病のことを忘れ
る時間が多くなり、⼼が楽になった。」「デイサービスが毎週⾦曜に1⽇分のご飯を届
けてくれる。それが楽しみ。」
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４ 考察

４−１ 中⼭間地域住⺠にとっての⼤⽬標：⼀病息災的健康

中⼭間地域住⺠にとっての⽇常の⽣活上の⼤⽬標、理想とは：
健康、⽣活充実、幸福、…

「退職後、病気を患った際、余命を宣告されたため、1⼈でいるときは病気のことを考
えてしまい暗くなっていた。しかし＿＿をしている中で⼈との関わりが増え、病のこと
を忘れる時間が多くなり、⼼が楽になった。」

→本調査ではとりあえず、「⼀病息災的健康」を取り上げる。

⼀病息災的健康：主観的健康感（⾃分の健康に対する感覚）と、
実際の病気や痛みの数により構成；主観的健康感が主要因
（三徳・⾼橋・星 2006）；
⼀病息災的健康とは、⽣活能⼒、社会参加、社会⽀援に起因する。

⽣活能⼒は社会参加に起因し、社会参加は社会⽀援に起因する。
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４ 考察

４−２ ⼀病息災的健康をもたらす要因

一病息災的
健康

・主観的健康感
・昨年同様元気
・疾病、痛み

生活能力
（活動）
・外出頻度
・散歩・運動
・IADL

社会参加
・旅行、行楽
・趣味

・地域活動
・収入

社会支援
・援助者
・ほっと
する人
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物
要因１：⽣活能⼒に対する買い物の意義

買い物は、それに伴う⾏動が適度であれば、⽣活能⼒の維持・向
上に結びつく。

⽚道20〜30分かけて市内のスーパーに⾏く、時間をかけて売場ま
で移動する等も、適度な運動として捉えられている場合が多く⾒
受けられた（バスがある場合、移動販売がある場合）。

⼀⽅で過度な負担となる場合もある：移動販売での3段ほどのス
テップの上り下りは危険で負担となる。
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物
要因１：⽣活能⼒に対する買い物の意義

従来の買い物の効⽤；買い物に伴う功利的ニーズ充⾜は、⽣活能
⼒、社会参加の維持・向上に結びつく。
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物
要因１：⽣活能⼒に対する買い物の意義

運動

一病息災的
健康

・主観的健康感
・昨年同様元気
・疾病、痛み

生活能力
（活動）
・外出頻度
・散歩・運動
・IADL

社会参加
・旅行、行楽
・趣味

・地域活動
・収入

買い物動機の
功利的側面

功利的ニーズ
充足

社会支援
・援助者
・ほっと
する人
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物
要因２：社会参加に対する買い物の意義

買い物は、社会的つながりを伴い、それは社会参加である。

買い物が同時にその⼈にとっての⼈と話す、⼀緒に時間を過ごす
機会となっている場合が多い。
例：市内の友達や⼦供に会うために移動、そのついでに買い物す
る；市内までバスで買い物をするから友達と⼀緒に⾏く；移動販
売での買い物のついでに（しかし移動販売が去った後もずっと）
近所の友達と話をする、…

←Arnold and Reynolds (2003)、井上（2007）が快楽的買い物動
機の⼀側⾯として⽰した「社交型」にあてはまる⾏動
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物
要因２：社会参加に対する買い物の意義

買い物は、遊びの要素を伴い、それは社会参加の⼀側⾯である。

⽇常⽣活に必要なものではない、違ったものを買う場合も多い。
例：パンやお菓⼦など欲しいものを買う；孫にあげるものを買う
クリスマスなどにはケーキを買う；ストレス解消になる、…
むしろ⽇常⽣活に必要な、野菜やお⽶などは集落内でとれるもの
であり、買う必要がない。

←Arnold and Reynolds (2003)、井上（2007）が快楽的買い物動
機の⼀側⾯として⽰した「リラクゼーション型」「役割遂⾏型」
にあてはまる⾏動
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物
要因２：社会参加に対する買い物の意義

社会的
つながり
「社交型」

一病息災的
健康

・主観的健康感
・昨年同様元気
・疾病、痛み

生活能力
（活動）
・外出頻度
・散歩・運動
・IADL

社会参加
・旅行、行楽
・趣味

・地域活動
・収入

遊び
「リラクゼー
ション型」

「役割遂行型」

買い物動機の
快楽的側面

社会支援
・援助者
・ほっと
する人
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４ 考察

４−３ ⼀病息災的健康をもたらす要因と買い物

社会的
つながり
「社交型」

運動

一病息災的
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買い物動機の
功利的側面

功利的ニーズ
充足

社会支援
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・ほっと
する人
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５ おわりに

中⼭間地域住⺠にとっての買い物の意義とは：
⼀病息災的健康をもたらす⽣活能⼒に関し、
（１）買い物に伴う運動が、⽣活能⼒の維持向上に結びつくこと
（２）買い物に伴う功利的ニーズ充⾜が⽣活能⼒、社会参加の維
持向上に結びつくこと
⼀病息災的健康をもたらす社会参加に関し、
（３）買い物に伴う社会的つながりが、社会参加となること
（４）買い物に伴う遊びの要素が、社会参加となること

今回の中⼭間地域住⺠による買い物動機においても、功利的側⾯
と快楽的側⾯があり、特にその快楽的側⾯は、⼀病息災的健康の
起因となる社会参加に結びつくことが考えられる。
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５ おわりに

インプリケーション
中⼭間地域住⺠に提供すべき買い物機会とは：
彼らの⼀病息災的健康：⽣活能⼒に関し、
（１）買い物に伴う移動や動作が、適度な運動となり得ること
→通販は移動を伴わないこと⾃体が⽋点となり得る
（２）功利的ニーズ充⾜に結びつくこと
→先⾏研究通りの移動販売、デリバリーサービス、スーパー

彼らの⼀病息災的健康：社会参加に関し、
（３）社会的つながりの機会に結びつき得ること
→公⺠館での移動販売の展開は、近隣の⼈との社交につながる

友だちや近隣の⼈との買い物の促進プロモーション
（４）遊びの要素を伴うこと
→移動販売やスーパーでの品揃えに、趣味のもの、季節もの、孫
や⼈と分け合えるもの、等を含めることを考慮
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５ おわりに

インプリケーション
買い物とはそもそも商品と消費者の間の地理的・空間的ギャップ
そしてそれに伴う⼼理的ギャップの⾏き来を内在。
消費の快楽的側⾯、すなわち今回⾒られた社交、リラクゼーショ
ン、役割遂⾏等とは、そのギャップの⾏き来によってもたらされ
ると⾒ることもできる。
買い物弱者⽀援においても買い物に内在するギャップの⾏き来の
適切な管理が求められる。
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